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平成２７年度第３回屋久島山岳部利用対策協議会会議議事録 

 

     日 時：平成２８年３月２４日（木）１４：００～１５：００ 

場 所：屋久島町役場本庁２階会議室        

 

 

１ あいさつ：屋久島町長（屋久島山岳部利用対策協議会会長） 

 本日は，今年度３回目の協議会を開催しましたところ，年度末のお忙しい時期にもかかわらず，各機関

の御出席をいただきましてありがとうございます。 

 本日の協議会は，本年度の最後となることから，その総括として，平成２７年度事業実績及び平成２８

年度事業計画（案）を御協議いただきたいと思います。 

 また，本日は，昨年９月に制定した「世界自然遺産屋久島山岳部環境保全協力金条例」の施行日など，

屋久島町において検討している新たな入山協力金制度の実施に向けた方針についても協議していただき，

平成２８年度中に円滑に制度が導入できるよう，関係機関の御理解・御協力をお願いしたいと思います。 

会議は１６時までを予定していますので，議事の進行に御協力をお願いいたします。 

 

 

２ 協議事項  

(1) 平成２７年度事業実績及び平成２８年度事業計画（案）について 

(2) 屋久島山岳部保全募金について 

(3) 世界自然遺産屋久島山岳部環境保全協力金の実施に向けた方針について 

(4) 平成２８年度副会長の選任について 

(5) その他 

 

 

３ 議事 

(1) 平成２７年度事業実績及び平成２８年度事業計画（案）について 

(2) 屋久島山岳部保全募金について 

(3) 世界自然遺産屋久島山岳部環境保全協力金の実施に向けた方針について 

 

（会長） 

・ 早速ですが，協議事項に入りたいと思います。 協議事項（１）の「平成２７年度事業実績及び平成

２８年度事業計画（案）について」，協議事項（２）の「屋久島山岳部保全募金について」，協議事項

（３）の「世界自然遺産屋久島山岳部環境保全協力金の実施に向けた方針について」は関連がありま

すので，まとめて説明を行い，その後に質疑応答を行いたいと思います。 

・ それでは，まず協議事項（１）の平成２７年度事業実績及び平成２８年度事業計画（案）について，

事務局より説明をお願いします。 

 

（事務局） 

・ 資料Ｐ４をお開きください。資料Ｐ４に平成２７年度事業実績及び平成２８年度事業計画（案）が記

載してあります。右の方に平成２７年度事業実績，左の方に平成２８年度事業計画（案）が書いてあ

ります。実績と計画の両方を一緒に説明したいと思います。 

・ この資料については，赤字で書いてあるところは，平成２７年度の事業計画にはなく実績としてあっ

たもので，平成２８年度の事業計画についても，例年やっていない事業計画については，赤字でわか

るように記載しています。赤字で書いているところを中心に説明したいと思います。 

・ まず，1 番目の施策の「マナー啓発」ですが，毎年度，マナーガイド，リーフレットの作成・配布を

行っていますが，平成２７年度の実績においては，募金 PR 用チラシを約 13,000 部を作成して，関係

機関等に依頼して配布しています。同様に２８年度の計画においてもマナーガイド，リーフレットの

配布をしますが，募金 PR 用チラシも作成して，関係機関に配布する予定となっています。 
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・ 続きまして，「２ 縄文杉周辺の立入り禁止措置」ですが，平成２７年度の事業実績のところですが，

赤字になっていませんが，「(3)その他」ですが，環境省の方で，北側の代替展望デッキの整備を行って

います。同じように平成２８年度の事業計画ですが，「(3)その他」ですが，展望デッキ（南側）の撤去

を平成２８年度において，林野庁でやっていただくことになっています。それと環境省におきまして，

南側の代替展望デッキの整備を平成２８年度にやる予定にしています。 

・ 「３ 施設整備等」ですが，平成２７年度事業実績ですが，縄文杉登山ルートにおける仮設携帯トイ

レブースの設置ということで，３月から１１月に縄文杉登山ルートにおいて，３箇所仮設携帯トイレ

ブースを設置していますが，平成２７年度中において，設置箇所を１箇所変更しています。平成２８

年度については，変更した箇所で携帯トイレブースの設置をしています。続きまして，施設整備等の

一番下のところですが，屋久島町におきまして，平成２７年度においては，山岳利用施設維持管理用

インクラインルート可能性調査をやっています。平成２８年度の事業計画ですが，その可能性調査に

基づきまして，屋久島町の方ではインクラインの整備の計画が予定されています。 

・ 続きまして「４ その他」ですが，平成２７年度の事業実績として，一番下の「（５）山岳部保全募金

の新たな入山協力金への移行」です。今日，また協議していただきますが，山岳部保全募金の新たな

入山協力金への移行について，平成２７年度は検討しました。ここに書いてありますとおり，協議会

では，新たな入山協力金制度の詳細検討を行っています。それに基づきまして，屋久島町では，先ほ

ど会長のあいさつでもありましたとおり，昨年９月に世界自然遺産屋久島山岳部環境保全協力金条例

の制定をしています。これをもちまして，平成２８年度事業計画ですが，山岳部保全募金の新たな入

山協力金への移行ということで，平成２８年度においては，屋久島山岳部車両運行対策協議会等との

組織の統合でありますとか，新たな入山協力金の広報・PR，屋久島町では世界自然遺産屋久島山岳部

環境保全協力金条例の施行を平成２８年度中にやる予定となっています。 

・ また，１の「マナー啓発」に戻りますが，「(4)監視指導員等の配置」です。それについては，資料 P

５～６になります。毎年度縄文杉周辺でマナー指導を行っています。平成２８年度のマナー指導計画

案が資料 P５と P６になります。それについては，資料 P７にあります環境省の方で作成されています

縄文杉の快適登山日カレンダーに基づきまして，混雑日を中心にマナー指導を実施しています。GW

の頃の４月３０日からと，夏休みの時期，特に今年は８月１１日が山の日として初めて祝日が施行さ

れますので，その日を中心にマナー指導を計画しています。以上で平成２７年度事業実績と平成２８

年度事業計画（案）の説明を終わります。 

 

（会長） 

・ ありがとうございました。平成２７年度事業実績及び平成２８年度事業計画（案）について説明がな

されました。次に，協議事項（２）の屋久島山岳部保全募金について，県自然保護課より説明をお願

いします。 

・  

（県自然保護課） 

・ 資料の P８からになりますので，ご覧ください。まず，募金の収支について御説明いたします。平成

２７年度の決算期は３月末ということもありまして，２月末現在の収支ということで，御報告させて

いただきます。 

・ 募金額の総額は，13,283,241 円となっています。募金の内訳としては，３月から 11 月まで荒川登山

口に業務員を配置しておりまして，この業務員により収受した募金額が 9,646,297 円となります。対

前年度と比べますと，96 万円ほど減となっています。それから荒川登山口の募金箱に集まった金額が

420,980 円。淀川登山口には業務員を配置していませんので，淀川登山口にある募金箱に集まった金

額が 714,083 円となっています。あと島内窓口として，白谷雲水峡，ヤクスギランド，環境文化村セ

ンター，屋久杉自然館など窓口で募金をいただいた金額が 758,236 円となっています。企業などから

の募金が 1,743,645 円となっています。こちらの大口募金については，対前年度比 494 万円ほどの大

幅な減となっております。これについては，昨年度屋久島町が中心となって，島内外の企業を回って

いただきまして，募金の協力をお願いして，670 万円ほどの大口募金を集めていただいておりますけ

れども，今年度はその活動は行われなかったことから，494 万円の減となっています。募金額の合計

は先ほど御説明いたしました 13,283,241 円となっています。昨年度の同月比として，599 万円の減で
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30.6％の減となっています。こちらは先ほど御説明いたしました大口募金の減額が影響しております。 

・ 一方支出額ですが，支出額は 13,853,529 円となっています。内訳といたしましては，山岳部にある５

つのトイレのし尿搬出経費，こちらが 9,455,314 円となっております。その他経費といたしまして，

荒川登山口の業務員の賃金，バイオトイレの維持管理経費，携帯トイレブースの維持管理経費，その

他消耗品費が 4,398,215 円となっております。 

・ し尿搬出量については，一番下の表を見ていただきたいのですが，今年度は高塚小屋が 1,380ℓ，新高

塚小屋が 1,180ℓ，淀川小屋が 3,380ℓ，鹿之沢小屋が 100ℓ，石塚小屋が 400ℓ，合わせまして，6,440ℓ

となっております。昨年度は 11,120ℓを搬出しておりますので，昨年度と比較しますと昨年度の 58％

の搬出量となっています。 

・ それで平成２７年度の募金総額から支出経費を差し引きますと，単年度収支といたしまして，570,288

円の赤字となっております。前年度繰越額が 3,006,116 円となっていますので，2 月末現在の募金の残

額としては 2,435,828 円となっています。 

・ 次のページをご覧ください。山岳部保全募金の今後の見込みについて御説明いたします。平成２７年

度の 3 月末の実績見込みについては，２月実績を基に，前年度の平均等から割り出して，見込みを立

てています。募金総額については，３月から荒川登山口に業務員を配置しておりますので，今後入山

者も増える傾向にあることから，917,000円を加算して 14,200千円を募金総額として見込んでいます。

支出経費については，３月に入り一部のトイレのし尿搬出を行うこと，あと荒川登山口業務員の配置

による賃金等の支払いもありますので，２月の支出に 1,166,000 円を加えまして，15,020 千円を見込

んでいます。この結果，単年度収支としては，820 千円の赤字となります。前年度繰越額が 3,006 千

円となっておりますので，年度末残額については，来年度の繰越額 2,186 千円を見込んでいます。た

だし，来年度への繰越額が見込まれていますが，十分な収入があったということではなく，募金を管

理していただいている屋久島町の方で，来年度 4 月以降の人件費等の支払いにすぐ必要となる金額を

調整していただいて，例年この程度の金額を繰り越しているところです。 

・ また，今年度の荒川登山口の登山者数ですが，54,600 人を見込んでいます。昨年度より 20％ほど減っ

ておりまして，人数で 13,000 人ほど減少した人数を見込んでいますので，だいぶ荒川登山口からの登

山者数も減少している形になっています。募金者数につきましては，21,000 人を見込んでいます。昨

年度より 13％減っておりまして，人数としますと 3,120 人減少した人数で見込んでいます。収受率は

昨年度は 46.4％から 35.8％に大幅に落ち込みましたが，今年度は 38.5％とやや収受率は回復する見込

みですが，収受率として 40％を計画としていましたが，計画を達成できず，低位で推移しているとこ

ろです。登山者数は昨年度より減少しているため，募金の収受率は上がっていますが，募金額の増額

とは結果なっていません。 

・ また，山岳部保全募金等を活用した，し尿搬出の見込みについてですが，山岳部保全募金を活用した

し尿の搬出量については，資料 P９の３になりますが，平成２７年度の３月末の実績見込みを見てい

ただきたいのですが，保全募金を活用したし尿搬出については，7,060ℓを見込んでいます。昨年度に

引き続き，屋久島町のだいすき基金を活用したし尿搬出も計画しております。高塚小屋が 960ℓ，淀川

小屋が 500ℓ，合わせて 1,460ℓの搬出を予定しています。その他の取り組みとして，環境省の方で新高

塚小屋に設置されている TSS トイレの便槽に新高塚小屋の汲み取りトイレから 230ℓのし尿を試験的

に投入していただいています。さらに人肩のし尿搬出量の軽減と搬出方法を再検討するために，縄文

杉デッキの工事を今年度行っていますが，その資材搬出用のヘリコプターを活用して，100ℓのし尿を

試験的に搬出しております。これらを合わせまして，今年度のし尿搬出量については，8,850ℓを見込

んでいます。 

・ 次の資料 P１０をお開きください。今まで説明しましたが，募金の収支が非常に厳しく，山岳部トイ

レのし尿も十分に搬出できていない状況にあることから，便槽が溢れることがないように，それぞれ

のトイレにおいて，バケツにし尿をストックしております。そちらの量が 1,900ℓとなっています。そ

のための搬出費用としては約 420 万円が必要となっています。来年度から新たな協力金が施行される

予定となっていますが，それが施行されるまでの間は引き続き山岳部保全募金でし尿搬出経費を賄う

必要がありますので，こちらの方は来年度も収受率を高めるとともに，経費削減のための方策を協議

会で検討する必要があると思っていますので，今後ともよろしくお願いします。以上で自然保護課か

ら山岳部保全募金の収支状況についての説明を終わります。 
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（会長） 

・ ありがとうございました。次に協議事項（３）の世界自然遺産屋久島山岳部環境保全協力金の実施に

向けた方針について，町環境政策課より説明をお願いします。 

 

（町環境政策課） 

・ 資料１の「世界自然遺産屋久島山岳部環境保全協力金の実施に向けた方針について」説明させていた

だきます。まずはこれまでの経緯ですけれども，本協議会の中で御協議をいただきました新たな入山

協力金の検討結果を踏まえ，「世界自然遺産屋久島山岳部環境保全協力金条例」を平成２７年第 3 回屋

久島町議会定例会に提案いたしまして，議決をいただきました。内容については，資料１の P９以降

に添付しています。条例の施行日ですが，これは協力金事業を実施する日になっています。この件に

ついては，協議会の中でもいろいろと御意見があったところですが，周知期間や事務局の構築には時

間が必要ということで，町長が規則でまた改めて定めるということになっています。その後，実務の

検討を進めてまいりまして，その内容を本日の方針として取りまとめましたので，御検討いただきた

いと思います。 

・ 続いて，町の方針について説明させていただきます。項目が１３項目ありますが，それぞれに四角囲

みにて方針を定めています。その下の方に，その方針を決めた理由を記載しています。これまでの協

議会の中で一部検討してきている内容もありますので，新たに決まった内容についてのみ説明をさせ

ていただきたいと思います。 

・ まず 1 番目。施行期日についてです，施行期日は平成２９年３月 1 日とする。なお，規則については，

平成 28 年 9 月頃までには公告することを目指す。主な理由といたしましては，協議会でも意見が多か

ったように，荒川登山バスの運行のスタート時期が 3 月 1 日であるということで，利用者にとっても

わかりやすいということで，日にちを設定しています。 

・ 2 番目です。組織体制の統合についてです。屋久島山岳部利用対策協議会と屋久島山岳部車両運行対

策協議会の統合に加えて，新たに屋久島山岳遭難防止対策協議会との統合も検討する。理由といたし

ましては，山岳部の環境保全や山岳部における安全対策・啓発についてはこの３つの団体がそれぞれ

にも取り組んでいるのが現状です。新しい組織の中で，協力金の目的の中で利用者の安心・安全とい

うことを含めていることもあって，効果的な連携を目的にこの３つの組織を統合したいと考えていま

す。方針や予算などは基本的な組織で決定をいたしまして，それぞれの実務的な項目については，担

当者レベルで活動をするということを考えています。イメージの案は資料 P２のポンチ絵で示してい

るところです。詳細な内容は今からですが，平成２８年度中に事務協議を行って，要綱案を策定し，

設立総会を近いうちに開催して，内容の決定をしていただきたいと思います。 

・ 続いて 3 番目の現地収納の人員体制等は後でお目通しください。 

・ P４の 4 番目の淀川登山口の収納体制についてです。淀川登山口での収納場所については，環境省に検

討を要請する。理由としては，淀川登山口は狭隘のため，人員を配置した収納によって，混雑が予想

されます。この解決策として，環境省に登山口の整備の要請をしたいと思います。 

・ 5 番目の白谷雲水峡の収納体制についてです。これは御協議いただいた内容ですが，屋久島レクリエ

ーションの森保護管理協議会に協力金の広報。収納について，御協力をいただきたいと思っています。 

・ 6 番目の協議会の会計については，屋久島町が担当します。 

・ 7 番目の協力金を求める対象については，収納は条例に基づき，荒川登山口，淀川登山口，白谷雲水

峡の 3 箇所の登山口を利用して，入山する者から収納する。また，公益社団法人屋久島観光協会が検

討している来島者全員を対象にした仕組みとの連携についても引き続き検討する。 

・ 8 番目のガイドの納入についてです。ガイドの納入については，当然ガイドの皆さんも協力金の納入

の対象とします。しかし実施までの間に，具体的な納入の方法を検討することとしています。 

・ 9 番目の納入の証明についてです。現地において協力金の納入が明らかとなり，入山の記念となる証

明書若しくは物品を作成したいと考えています。併せて，登山バスチケットの作成についても実務担

当者で検討したいと思っています。 

・ 次に P６の 10 番目の山岳パトロールについてです。こちらは平成 28 年度中に具体的な実施方法を検

討いたします。制度導入時については，ガイドのみなさんや管理機関の巡視の際に，安全啓発の御協
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力をいただくようお願いしたいと考えています。 

・ 11 番目の事前納入の推奨はお目通しください。 

・ 12 番目の広報や収納に必要な備品等の準備についてです。平成２８年度にポスター，チラシ，協力金

箱の作成，そして看板の取替えなどを実施する予定にしています。その経費については，屋久島町の

一般財源で実施する予定ですが，鹿児島県の支援なども要請をしたいと考えています。 

・ 最後に１３番目の入山時の収納の試行についてです。平成２８年度中に屋久杉自然館，淀川登山口，

白谷雲水峡において，これまで下山時に募金のお願いをしておりましたが，新たに入山時にお願いを

するということになっていますから，その実務の試行を検討したいと考えています。具体的には荒川

登山口の業務員が早朝，屋久杉自然館に行きまして，納入のお願いをするということをしたいと思い

ます。あとは淀川登山口や白谷雲水峡についても，山岳部利用対策協議会のメンバーにも御協力をい

ただいて，試行を検討したいと思います。このことについては，方法や日程等は改めて具体的な案を

提示して，お願いしたいと考えております。以上です。どうぞよろしくお願いします。 

 

（会長） 

・ それでは，これまでの説明について，何か御質問・御意見等がございましたらよろしくお願いします。 

 

（屋久島観光協会） 

・ 現在ある南側の展望デッキの撤去のことですが，一部のガイドからは残してほしいいのだけれども，

残せないものかと言う意見も出ていたので，そのことをお聞きしたいということと，インクラインの

整備について，これは具体的にどこに設置して，どのように，いつごろから設置するのかお聞きした

い。 

 

（屋久島森林生態系保全センター） 

・ 最初に南側展望デッキの件からお答えしたいと思います。南側デッキについては，環境省が来年度設

置される代替デッキができるのに併せて，撤去をする。今年度できた環境省の北側の展望デッキと新

しくできる南側展望デッキが設置された時には，林野庁が南側デッキを撤去することで進めています。 

 

（屋久島観光協会） 

・ 勘違いしていました。代替ができるということですね。 

 

（屋久島森林生態系保全センター） 

・ 環境省の南側展望デッキが出来たならば，同時に今ある南側デッキは撤去する。 

 

（環境省） 

・ たぶん，施工的に林野庁の南側デッキが撤去された後にも何かしらの歩道を付けないといけないので，

環境省の２つ目のデッキが出来てから，林野庁のデッキを撤去するのでは間に合わないので，同時に

施工することとなる。３つのデッキが存在するということはないと考えてください。 

 

（町環境政策課） 

・ インクラインは，平成２８年度の事業としています。これは果樹園などで使われている農業用の軌道

運搬機を利用して，今人肩で搬出をしているし尿をこれで運搬できないかと考えています。場所につ

いては，２１７号支線の周辺にということで考えておりまして，どういうふうなルート線形にしたら

よいかということで，ルート可能性調査を実施しています。いつごろからかについては，今後このル

ートが決まってから，国立公園や国有林野の貸付そういった諸々の手続きが必要となってまいります

ので，その許可がでてから実施するということになっています。 

 

（屋久島観光協会） 

・ 目的は新高塚，高塚のし尿を搬出するということ？ 
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（町環境政策課） 

・ はい，そうです。 

 

（会長） 

・ それでは，他に御意見・御質問はありませんか。 

 

（県自然保護課） 

・ 資料 P９で，新高塚の TSS トイレにし尿を試験的に投入されてきていて，その現時点での評価という

か，その他のトイレのし尿も TSS トイレでかなり分解処理が進むことが期待できると考えていいのか

ということが１点目です。もう一つは，ヘリを活用したし尿の試験搬出ということで，いろいろと御

面倒をおかけしたかと思いますが，こういった取り組みをやっていただきありがとうございます。こ

れについても，試験搬出をした結果として，ヘリを使ったし尿搬出というのが，今後可能性が十分あ

るかどうかということです。毎年のように何らかの工事でヘリが島に来るという状況の中で，先ほど

インクラインの話もありましたが，場所によっては，引き続き人がし尿を運ぶということも出てくる

と思います。場所によって，ヘリを使って，非常に低コストで，搬出のためにヘリを呼ばなくてもよ

いので，工事などのついでに，し尿の搬出に協力をいただくということで，低コストで一度に大量の

し尿を搬出することができれば，今の厳しい収支の改善にもつながるのではないかと期待しているが，

その辺りについての，印象というか，感想をいただけたらと思います。 

 

（環境省） 

・ 新高塚小屋の TSS トイレのことですが，１２月９日に新高塚小屋の TSS トイレを冬期閉鎖する時に，

小屋の後ろにストックしてあるし尿のバケツ２つ半を TSSトイレの消化槽の方に投入をするというこ

とを試験的にやってみました。ちょっと１２月の頭で冬になってしまったので，実はその後，ほぼ毎

週確認に行ったが，だいたい投入したし尿を処理するのに１ヶ月くらいかかりました。１ヶ月くらい

はかかったのですが，結果としては，処理をすることはできた。もうちょっと暖かい時期にすればも

うちょっと，蒸発散も早くいくのではないかなと期待しております。できれば今シーズンも可能な時

に，試験的にやってみたい。ちなみに３月２２日にも行って，処理槽に余裕がありそうだったら，投

入してみようと思ったが，３連休で人が結構入ったみたいで，３連休でお客さんが TSS トイレでした

分を処理することで TSS が働いており，ここでさらにポリバケツのし尿を入れると，ちょっと負荷が

かかりすぎるので，２２日は見送りました。人がたくさん来た直後に投入しようとすると，また同じ

ようなことになるので，少し落ち着いている時は，投入してみるという形は，平成２８年度も試験は

続けていった方がよいと思っています。 

・ ヘリでの搬出ですが，今年度，９月の連休の後に九州森林管理局のデッキを一部撤去していただいて，

その後，環境省のデッキの新設工事をやっていて，２月の半ば過ぎぐらいに，デッキの工事がほぼ終

わったので，その撤収資材を山から降ろすときに，一緒に高塚小屋のし尿を降ろしてくれませんかと

相談をして，施工業者がいいとおっしゃってくださったので，降ろすことができた。し尿の量につい

ては，環境省が決めた訳ではなくて，屋久島町と話し合いしながら出てきた量なので，この量が 100ℓ

になったということについては，屋久島町から経緯を説明をしていただいた方がよいと思いますが，

ヘリでし尿を搬出するという方法は，できなくはない。ただ，屋久島をヘリで飛ぶということは，そ

んなに簡単なことではない。そういうリスクがあったりするということは，忘れてはいけないと思い

ます。一応，何かしらどういう方法で，山のし尿処理に貢献できないかという現地駐在員としての立

場で話をしていたら，だいぶ上部機関からはブレーキをかけられた。結果として搬出し尿量が非常に

少なかったので，他のものと一緒に降ろすという感じになったのでできたが，もっとたくさんの量を

降ろすとなるとそのためだけに，ヘリが一往復しないといけないということになると，何かのついで

にということとは若干違ってくるのかなということはある。 

 

（会長） 

・ し尿量が 100ℓになった経緯の説明をお願いします。 

・  
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（町環境政策課） 

・ ヘリによるし尿の搬送は今までにやったことがなかったので，し尿運搬業者にも相談したのですが，

どういう方法があるのか，わからないということだったので，まず，簡単にできる方法として，20ℓ

の新規のポリタンクを買いまして，あくまでも試験ということで，５つで 100ℓとさせていただいた。

量については，もし何かあるといけないので，あまり多くない方がいいだろうということで 100ℓにさ

せていただきました。小屋のトイレからポリタンクに移しかえて，ヘリ資材の置き場近くの東屋に持

っていく作業というのは，かなり距離が短くて，思ったよりは簡単に運べました。実際にヘリに乗せ

て，降ろす作業までは，施工業者にしていただいたが，降ろした場所に，我々が取りに行った時には，

ポリタンクの口が開くとか，破裂とかも全くなく，今回のことによって，ヘリでポリタンクを運ぶこ

とは十分に可能ではないかと思った。量が多くなっても，乗せていただけるのであれば，し尿処理業

者の了解さえいただければ，乗せることができると考えています。 

 

（県自然保護課） 

・ できれば，今も依然として募金の収支が厳しい状況にあるので，また可能性があれば，もう少したく

さんのし尿量を運びだせないかということを御検討いただけたらと思います。 

 

（会長） 

・ 他にございませんか。 

 

 （屋久島森林管理署） 

・ 資料 1 の P４の 4 番目の淀川登山口の収納場所ですが，場所とか施設がどのようなものかとかは，あ

る程度具体的に考えているものがあるのですか。 

・ それと資料１の P6 の１０番の山岳パトロールについてですが，例えば林野庁であれば GSS（グリー

ンサポートスタッフ）方々が雇用体制の下にやっている者がいるのと，環境省のパークボランティア

みたいな方もいたり，職員であればアクティブレンジャーという方もいらっしゃる。そういった巡視

活動に専門に携わっている既存の方々との連携についてはどんなふうに考えているのか。恒常的にパ

トロールをするのか。あるいは一定期間とかということで考えているのか。 

 

（町環境政策課） 

・ まずは淀川登山口ですが，駐車場もすごく狭いということもありまして，最初は登山口に人だけが立

って収受をする方法を考えているが，可能であれば，これを契機に，ゲートみたいなものを設置して

いただきたいと思っている。そこに人を配置する。あわせて，案内板とか注意喚起をするようなイン

フォメーションみたいなものも設置していただきたいと考えていますが，場所が狭いため，もしかす

ると地形を少し変えないといけないとか，駐車場の場所を変えないといけないとか，出てくると思い

ますので，その点については，以前，山岳部利用対策協議会で環境省から淀川の登山口の入口につい

て整備をする意向のコメントをいただいた経緯があったので，具体的な案はこちらの方からは示して

いないが，予算確保の関係から環境省にお願いができないかと考えています。 

・ 山岳パトロールについては，協力金の使途の検討の中で，収受率がどれくらい上がるのかということ

もありまして，最初は人が山岳部に入ってのパトロールをやりたいと考えていましたが，なかなか難

しいのではないかということで，その代わりに，関係機関の GSS とかパークボランティアの皆さんと

かガイドの皆さんに御協力をいただいて，登山客の安全対策について御協力いただけたらと思います。

実際にどのような作業をされているのか，何時ごろに山に入ってとか，行程等も十分に把握をしてい

なかったので，平成 28 年度中にそれらの情報収集をさせていただいて，どこまでお願いができるのか，

できないのかということも，御協議させていただきたいと考えています。 

 

（屋久島森林管理署） 

・ この制度に基づく専用のパトロールの要員というのは，あまり考えていないということなのか。 
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（町環境政策課） 

・ はい。将来的に収受率が上がったりして，余裕ができてくれば，当然，お客様の安心安全とか，新し

い目的としているので，何年先になるか分かりませんが，それをやる意向はありますが，当初だけは

関係機関に御協力をいただきたいと思っています。 

 

（屋久島森林管理署） 

・ 当初は既存の機関の巡視体制で協力していただきたいということですかね。 

 

（町環境政策課） 

・ はいそうです。よろしくお願いします。 

 

（会長） 

・ 他にございませんか。 

 

（県自然保護課） 

・ 資料１の P６の事前納入の件です。事前納入の推奨について，前からも意見を申し上げているが，う

まくやらないと，事前納入を進めれば，進めるほど，納入の仕方が多様になって，納入をしないとい

う選択肢もとり易くなってしまう可能性があります。例えばインターネットで事前納入した人がバス

チケットを買おうとした時に，そこの協力金の部分だけ外してもらうのかとかですね。かなり複雑に

なってきてしまうことによって，協力金を支払う人と支払わない人と両方いるという状態になってい

くということを懸念しています。実際に事前納入のニーズというのが，利用者側からどれぐらいある

のかということをよく考えて，そんなにニーズが高くないのであれば，事前納入という仕組みをむし

ろ作らない方がいいのではないかと思っています。ここはちょっと慎重に検討していただけたらとい

うふうに思っています。 

 

（会長） 

・ それは御意見として承ります。他にございませんか。それでは，御質問・御意見等がないようなので，

協議については，終わりたいと思います。 

・ 協議事項（１）の平成 28 年度の事業計画については，このように決定したいと思います。また，協議

事項（２）の山岳部保全募金，協議事項（３）の世界自然遺産屋久島山岳部環境保全協力金の実施に

向けた方針については，屋久島町が主体となって，本日出された御意見等を整理するとともに，平成

２８年度の早い段階で新たな協議会の設立総会を開催し，そこで具体的に協議していきたいと思いま

す。各実施機関におかれましては，今後とも，関係機関それぞれの役割での御協力はもちろんのこと，

一体となった取組についても引き続きよろしくお願いします。 

 

(4) 平成２８年度副会長の選任について 

（会長） 

・ それでは続きまして，協議事項（４) の平成２８年度副会長の選任についてです。屋久島山岳部利用

対策協議会規約の第３条第２項に，「会長は屋久島町長とし，副会長は会長が指名する」と定められて

います。また，規約の第３条第４項には，その任期は４月１日から３月３１日までの１年と定められ

ております。平成２８年度の副会長については，この山岳部利用対策協議会の事業を引き継ぐ新たな

協議会が設立されるまでの間となりますが，今年度と同様に「県屋久島事務所長」にお願いしたいと

考えております。「県屋久島事務所長さん」よろしいでしょうか。 

 

＜異議なしの声あり＞ 

 

（会長） 

・ 皆様方の了承が得られましたので，平成２８年度の副会長は，「県屋久島事務所長」にお願いします。

どうかよろしくお願いします。 
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・ また，協議会の事務局ですが，規約第７条に会長の指定する機関に置くということになっております。

こちらも新たな協議会が設立されるまでの間は，引き続き県屋久島事務所にお願いしたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

 

 

 (5) その他 

（会長） 

・ 最後に「その他」となりますが，事務局からは特にありませんか。 

 

（事務局） 

・ 特にありません。 

 

（会長） 

・ それでは，他の機関から報告事項等はありませんか。 

 

（環境省） 

・ 参考資料１をお配りしています。環境省では縄文杉ルートとか宮之浦岳の登山道のルートで登山者カ

ウンターを設置していて，登山者数の動向の調査をやっておりますが，山岳部利用対策協議会とかで

こういう情報が共有されていないということを伺ったので，今回参考資料として今までのものを準備

させてもらっています。設置場所は P１の地図に書いてありますが，今は全部で 5 箇所あります。縄

文杉ルートの小杉谷と楠川分れ。それから高塚小屋と新高塚小屋の間。淀川登山口。モッチョム岳の

登山口。Ｐ２をご覧ください。下のほうに登山者数の経年変化をグラフにしてあります。大株という

のは，小杉谷に付けている縄文杉に行く人の数を数えるカウンターです。楠川というのが，楠川分れ，

つまり白谷雲水峡の方から縄文杉に行く人を数えているカウンター。淀川というのが，淀川登山口の

カウンター。高塚というのが，高塚小屋から新高塚小屋の間に設置されているカウンターです。モッ

チョムがモッチョム岳に設置されているカウンターです。 

・ 大株を見てみると，2008 年に 9 万人を超えるくらいカウントされていますが，そこから減少傾向にな

ってきて，2015 年はだいたい 6 万人くらいになっている。1999 年からどんどん人が増えてきたのが，

2008 年をピークに少しずつ少なくなってきているというふうになっています。 

・ 一方淀川を見てみると，1999 年から 2005 年までは高めで推移してきて，1 万 5 千人から 2 万人くら

いの間ですが，近年はちょっと欠測期間とかもありますが，だいたい 1 万人から 1 万 5 千人くらいの

間で推移している。 

・ 赤の点線で入島者数というのを示していますが，これは縦軸の数値とは関係なく参考までに示してい

ます。だいたい 2007 年くらいに入島者数が 40 万人届くかというところがピークで，そこから減少傾

向になっているというふうに経年変化を示したグラフです。 

・ 次の P3 です。何月に人はそれぞれのルートで来るのが多いのかということです。一番特徴的なのは，

淀川カウンターです。5 月が圧倒的に多い。これはシャクナゲの開花と関係があるのかな。縄文杉の

方は 8 月あたりが一番多いというような結果がでています。 

・ P4 をお開きください。細かいことですが，だいたいどれくらいの入山時間，下山時間のピークが来て

いるのかということで。それぞれのルートのだいたいの行程の長さというものを把握するためのもの

です。 

・ P5 です。これは 2006 年から 2015 年まで，先ほど快適登山日カレンダーを事務局から説明しました

が，この棒グラフの色は，この快適登山日カレンダーの色と同じようにしてあります。2006 年から一

番人がたくさん来た 2008 年にかけて，1 日縄文杉 200 人以上の日というのが，割合としてすごく増え

ていった。2015 年を見ると 1 日 200 人以上が縄文杉に行く日というのは，2006 年とか 2007 年と同

じくらいに変化してきているということがわかります。 

・ 下のほうは淀川登山口の混雑日の推移です。これは今まで示したことがなくて，今回初めて示したも

のですが，だいたい 2006 年からすごく大きい変化というのはなくて，1 日 50 人以上という日が少し

上がったり，下がったりという感じで，それほど大きい変化が見られないですが，若干 100 人以上と
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いう日は，2015 年はそれ以前に比べると多めにはなってはいる。2008 年がいずれにしても 100 人以

上の日も多いという結果がでています。こういった利用状況がこれからいろんな山の利用とかトイレ

とかを考えていく時に重要になっていくということで，今回情報提供させてもらっています。 

・ 次の P６に携帯トイレ利用状況モニタリングの結果があります。観光協会にお願いをする形で淀川登

山口で携帯トイレの普及促進事業をしています。そこで登山者のグループ当たりの携帯トイレ携行率

を調べています。平成 22 年度携帯トイレ導入から始めて，6 年目になっています。P7 を見ていただ

くと，｢３ 調査結果と評価」に携帯トイレ携行率というのがありますが，2015 年では，77％のグル

ープが携帯トイレを携行しているという結果が出ています。22 年度の導入当初から比べると非常に携

行率が上がってきていて，現場でアンケートと募金の協力のお願いをしてくださっている観光協会の

方々の努力の賜物と思っています。ここには載っていませんが，アンケートを集計した表から山中泊

の方の一人当たりの携帯トイレの携行数を割り算して算出したら，すでに 1 人１つ以上は持っている

という計算になっています。しかし，持っていることと使っているかということは全く別なので，こ

れからは，携行率だけではなく，使用率の方も把握に努めていきたいと考えています。多分どちらも

この協議会に関連ある情報だと思うので，情報提供させていただきました。 

 

（会長） 

・ それでは，他に何かございませんか。 

 

（屋久島観光協会） 

・ 携帯トイレの話が出ましたので，観光協会で携帯トイレの販売をさせていただいています。携帯トイ

レメーカーの仕入れの値上げ，それから送料の観光協会負担ということもあり，今ある携帯トイレの

ロットが終了した時点から，携帯トイレの値上げをさせていただきたいと考えています。1 個入り 450

円を 500 円に。今まで 2 回入りというものでしたが，サニタリー袋が 1 個に対して，携帯トイレが 2

個ついているものでしたが，それですと，2 人で分けて共用するとか，1 回使用してしまうと，1 個の

使用が非常に不便になるということもあり，サニタリー袋 2 個入りの，要は 2 個入りという形で変更

させていただいて，そのサニタリー袋の値段が少し上がるということで，2 個入りを 700 円に。とい

うことで，今のロットが終了次第，その値段に変更したいと考えています。 

 

（会長） 

・ それでは他にございませんか。それではないようですので，これをもちまして会議を終了いたします。

本日はありがとうございました。 


